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層と３D プリンターで製作したドリ

ルを用いて、コア掘削体験を行った。

模擬地層は、色の違う２種類の砂を

交互に５層重ね、間にサンゴ砂やガー

ネット砂、砂鉄をランダムに挟み作

製した。また、層の厚さは場所によ

り異なるようにした。ドリルは、縦

方向に半分に分かれるようになって

おり、コア掘削後、試料を半割できるようになっている。

掘削体験の際には、同じ箱の中でも場所によって地層が異なること、部分的に珍しい砂が

入っていることなどを事前に伝え、掘削後は試料を半割してよく観察し、場所ごとに比較す

るよう説明を行った。

３）模擬コア試料のサンプリング体験

個包装のお菓子をつめて作製した模擬コア試料から、分析用の試料を採取する体験を行っ

た。お菓子をつめる台は、塩化ビニルパイプを半割したものにスタイロフォームを取り付け

て製作した。中継で研究者が行っていた分析用のコア試料採取を参考に、それぞれが自分の

好きな色のピックをコア採取希望箇所に刺し、分析用のコア試料を採取した。採取した試料

（お菓子）は、採取場所などのデータを書き込んだサンプル袋に入れて、参加者が持ち帰った。

試料採取の際には、どのような目的で試料を採取するのかを考えてみるよう促した。

ドリル 半割の様子

模擬コア試料

試料採取の様子
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②参加者の反応

中継パートでは、参加者から直接質問をする時間を設けたことで、それぞれの疑問点を解

消することができたようである。また、子どもたちも積極的に質問をしていた。実習パート

では、中継で学んだ内容を実際に体験することで、「研究」というものに親しみをもって作

業をすることができていた。中継と実習を両方行ったことで、相互的に理解度が上がったと

感じた。

講座終了後に実施したアンケートでは、「リポーター役の学生が上手く質問を取り次いで

くれたため遠慮なく質問することができた」、「最初は子どもには難しい内容かと感じたが、

お菓子を使った実習があり子どもも楽しんでいた」といった意見が寄せられた。全体の難易

度についての結果からも、子どもにもわかりやすく楽しめる内容となったことがわかった。

（２）普及事業（２）：「ちきゅう LIVE ！番外編＠名古屋市科学館」

①概要

前半は地球深部探査船「ちきゅう」との中継、後半は海洋研究開発機構職員の講演の２つ

のパートに分かれた、ボーリングコア掘削がどのように行われているのか、またどのような

研究のために掘削が行われているのかを普及するイベント。会場は当館のサイエンスホール、

対象は絞らず誰でも参加が可能で、参加人数は９６名であった。日本海溝近くで海底掘削を

行っている「ちきゅう」船上と中継を結ぶことで、まさに現在進行している最先端の研究に

ついて参加者に知ってもらい、船上の様子や船の設備を見学させることができる。会場入り

口には質問箱を設け、参加者が質問を書いて投函できるようにした。

アンケート結果

各パート・実習の難易度について、
５を難しい、３を適当、１を簡単と
して回答をしてもらった。
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②イベント内容

１）地球深部掘削船「ちきゅう」との中継

東北沖太平洋地震が発生した日本海溝におい

て海底掘削を行っている地球深部探査船「ちきゅ

う」と Zoom によるオンライン中継を行った。

現地では海洋研究開発機構の方にリポーターと

して船内を案内していただき、会場の講師の方々

と掛け合いを行いながら、ブリッジ（船の操縦を

行うところ）、コアカッティングエリア（掘削さ

れたコアを切るところ）、コアラボ（研究室）を

中継を通して見学した。普段見ることができない

船内の様子や、実際にコアが海から引き上げられ

る瞬間を見ることができた。また、各パートごとに直接口頭で質問ができる質問タイムを設

けた。

２）地球深部探査船「ちきゅう」と JTRACK に関する講演

海洋研究開発機構の職員の方二名を講師とし

てお招きし、そもそも「ちきゅう」がどのような

船で、海洋掘削とはどのようなものなのか、そし

て JTRACK がどのようなプロジェクトなのかに

ついて解説をしていただいた。お二人で役割を分

担しながら、図や動画を含めてわかりやすく解説

してくださった。また当館学芸員も掛け合いに加

わり、当館の展示や過去の講座についても紹介し

た。講演の最後には、イベント開始前に参加者か

ら寄せられた質問（質問箱の中のもの）に答える時間を設けた。

③参加者の反応

中継では、貴重なコアが引き上げられる瞬間を見ることができたこともあり、参加者は夢

中になって映像を見ていた。講演では、「ちきゅう」の様子を見た直後であったため、解説

の内容が理解しやすく、具体的に捉えやすいようであった。（１）深掘り！おかしなコアパー

ティーと同様、中継と講演を両方行ったことが、参加者にとって理解を助ける相乗効果を生

んだようである。

講演内で、研究紹介に絡めて当館のボーリングコア展示を紹介することができたため、イ

ベント後に展示室を見学している参加者が複数いた。全体を通して、会場内から多くの質問

が上がり、参加者も積極的にイベントに参加していた。参加者の中には、（１）深掘り！お

かしなコアパーティーにも参加していた方が見られた。

「ちきゅう」との中継の様子

講演の様子
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５．今後の展望

今回、常設展示では紹介しきれない最先端科学についての教育普及を図り、研究現場との中

継を含めた講座・イベントを開催した。結果、中継によって現場を見学することと、実習や講

演を通して知識を得て理解を深めることの両方を取り入れることで、参加者の学びに対する意

欲も上がり、興味も深まりやすいと考えられる。日々、進歩を続ける最先端研究をリアルタイ

ムで展示に反映させることは難しい部分があるが、外部機関との連携を積極的に企画し、今後

も講座やイベントなどの普及活動に取り入れていきたい。

６．謝辞

今回、講座・イベントを実施するにあたり、高知コアセンターの久保雄介様、高知大学の藤

内智士様、海洋研究開発機構の江口暢久様、吉澤理様、村田レナ様、中野夏海様には多大なご

協力をいただきました。また、神奈川県立生命の星・地球博物館の石浜佐栄子様には、過去に

実施されたイベントのお話を伺い、講座の参考にさせていただきました。その他にも、講座・

イベントの企画・実施に関わってくださったすべての皆様に、心から感謝を申し上げます。
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